
成果概要（平成17年度～18年度）
・地形、地質、土壌、植生、変質帯、鉱床位置、地下水・土壌データ、衛星画像の各種情報のデータベース化
・規定濃度以上の重金属汚染範囲の自動抽出モデルの作成
・土壌・河川堆積物中の重金属濃度分布に関する地形解析の実施
・地圏情報の階層構造化による自然由来汚染源の特定
・風化粘度板岩からの元素の溶出挙動に関する抽出実験の実施
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地圏環境の
データベースシステム構築をめざして
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　平成１７年度科学技術振興調整費、産官学共同研究の

効果的な推進プログラムの課題に採択された「地圏環境イ

ンフォマティクスのシステム開発と全国展開」（代表者：土

屋範芳教授、共同研究機関：DOWAエコシステム株式会社、

期間：平成１７年度～１９年度）では、本学において長年培っ

てきた鉱物あるいは土壌含有物質の形態、起源分析技術と、

DOWAエコシステム（株）が進めている全国的な土壌汚染

情報マップ作成およびそれに基づく地圏環境評価による土

壌環境の総合的な修復の事業構想をマッチングさせ、さら

に産業技術総合研究所が保有する情報ともリンクさせて、

環境管理、土壌汚染対策、産業立地、環境リスクの長期管

理が可能なデータベースシステムを開発し、これらを地理情

報システム（GIS）上に統合することで地圏環境インフォマティ

クスシステムとしてパッケージ化することを行う。

　平成１７年度および１８年度は、既存にある様々な地圏情

報をGISソフトで表示可能な形式に変換し、GIS上でのデー

タベースを作成しました。また、規定濃度以上の重金属汚

染範囲を抽出するモデルを構築した。さらに、作成したデー

タベースの応用例として河川堆積物壌中の重金属濃度を

地形図、地質図、土壌図、植生図、鉱床位置等の各種情

報と重ね合わせ、地形解析を実施した。これにより、高濃度

な重金属の分布は主に鉱床位置に由来すること、および河

川堆積物中の重金属の空間分布を検討する際は流域を

考慮することが重要であることを明らかにした。また、風化粘

板岩からの元素の溶出挙動を明らかにするため、0.45μm、

0.20μm、100kDaフィルターを用いた連続ろ過実験を行っ

た結果、同じ粘板岩であっても風化の程度により溶出挙動

は大きく異なることを明らかにした。

　本研究の成果は、国土利用計画のベースとして活用され

る性格のものであり、また具体的な道路・トンネル工事など

で直接利用されるとともに、従来判別が困難であった人為

的土壌汚染の比率の判定、自然由来汚染の健康リスク判

定などに活用される。
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